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令和２年３月清須市議会定例会会議録 

 

 令和２年３月６日、令和２年３月清須市議会定例会は清須市役所議事堂に招集された。 

１．開会時間 

   午前 ９時３０分 
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   １番  松 岡 繁 知         ２番  山 内 徳 彦 
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  １１番  岡 山 克 彦        １２番  林   真 子 

  １３番  加 藤 光 則        １４番  高 橋 哲 生 

  １５番  八 木 勝 之        １６番  伊 藤 嘉 起 
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  ２１番  成 田 義 之        ２２番  天 野 武 藏 
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４．地方自治法第１２１条の規定により会議事件説明のために出席した者は次のとおりである。 
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会 計 課 長  楢  本  雄  介 

学 校 教 育 課 長  石 黒 直 人 
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５．本会議に職務のために出席した者の職、氏名 

議 会 事 務 局 長  浅 田 克 幸 
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６．会議事件は次のとおりである。 

  日程第 １ 議案第 １号 令和２年度清須市一般会計予算案 

  日程第 ２ 議案第 ２号 令和２年度清須市国民健康保険特別会計予算案 
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  日程第 ５ 議案第 ５号 令和２年度清須市水道事業会計予算案 

  日程第 ６ 議案第 ６号 令和２年度清須市下水道事業会計予算案 

  日程第 ７ 議案第 ７号 清須市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例案 
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               条例の一部を改正する条例案 
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  日程第２０ 議案第２０号 市道路線の認定について 

  日程第２１ 議案第２１号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第７号）案 

  日程第２２ 議案第２２号 令和元年度清須市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）案 

  日程第２３ 議案第２３号 令和元年度清須市介護保険特別会計補正予算（第４号）案 

  追加日程第１ 議案第２４号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１号）案 

  追加日程第２ 議案第２５号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第８号）案 

 

（ 傍聴者 ２名 ） 
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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

議  長（久野 茂君） 

 おはようございます。 

 令和２年３月清須市議会定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は２２名でございます。 

 会議に入ります前に、新型コロナウイルス肺炎に対する本市の対策状況について、市長から追

加報告を受けます。 

 永田市長。 

＜ 市長（永田 純夫君）登壇 ＞ 

市  長（永田 純夫君） 

 おはようございます。 

 議長のお許しをいただきましたので、新型コロナウイルス肺炎に対する本市の対策状況を追加

でご報告を申し上げます。 

 昨日、ファックス等でお知らせをさせていただいたとおり、残念ながら、本市在住の方からコ

ロナウイルス感染者が確認をされました。事業所からの情報提供によりまして、去る３月３日に

愛知県から発表された感染者の中に本市の方が含まれているということでございます。 

 また、患者の方の行動履歴に基づく追跡調査、感染リスクのある施設等への対応は愛知県が行

っているところでございます。 

 なお、昨日の報道への発表に際しましては、プライバシーの保護について十分配慮するように

と、県及び事業所から要請されているところでありまして、議員各位にもご理解をいただきます

ようによろしくお願いを申し上げます。 

 あわせて、お知らせをいたしましたとおり、４月４日の春日五条川さくらまつり、２０２０春

清須ウオーク及び４月１１日の清洲城春フェスの中止と一部例外を除く公共施設を３月いっぱい

休館といたしました。市民の皆様方には冷静にご対応いただき、感染の予防に努めていただきま

すよう改めてお願いを申し上げる次第でございます。 

 議員各位におかれましてもご理解を賜りますようお願いを申し上げます。 

 報告は以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 
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 なお、佐古健康福祉部次長については、コロナウイルス肺炎対策業務のため欠席ですので、報

告いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 お諮りいたします。 

 当局から、議案第２４号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１号）案及び議案第２５号 

令和元年度清須市一般会計補正予算（第８号）案が提出されております。これらの議案について

は、市長より提案説明を受けた後、職員より詳細説明を受け、質疑を行い、質疑終了後、所管の

常任委員会に審査を付託いたしたいと思います。 

 これらを日程に追加したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

議  長（久野 茂君） 

 異議なしと認め、日程に追加いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 

 本日上程しております各議案については、２月２６日の本会議において内容の説明を受けてお

りますので、一括議題とし、質疑を行い、質疑終了後、各所管の常任委員会に審査を付託いたし

ます。 

 なお、質疑の回数及び時間につきましては、申し合わせ事項により、一般質問と同様となって

おります。 

 日程第１、議案第１号から日程第２３、議案第２３号までを一括議題といたします。 

 去る３月２日までに、２人の方より施政方針及び議案に対する質疑の通告書が提出されており

ますので、通告の順序に従い発言を許可いたします。 

 なお、議員の質疑及び当局の答弁は、一般質問と同様の方法でお願いいたします。 

 最初に、飛永議員の質疑を受けます。 

 飛永議員。 

＜ ９番議員（飛永 勝次君）登壇 ＞ 

９番議員（飛永 勝次君） 

 皆様、おはようございます。 

 議席９番、飛永勝次、ただいま議長のお許しをいただきましたので、通告に従いまして議案質

疑を行わせていただきます。 
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 まず、初めに、施政方針についてでございます。 

 施政方針の「はじめに」の文中に「本市の財政状況に目を向けますと、人口増加に伴う好循環

が生まれていることもあり、歳入の根幹となる個人市民税や固定資産税は安定的に推移していま

す。一方で、経常収支比率は高い水準で推移しており、財政の硬直化が懸念されるほか、高齢化

の進展等による社会保障関係費の自然増が見込まれております。加えて、大規模な施策事業の実

施やインフラ等の維持管理に係る経費といった財政需要に対応する必要があり、今後も厳しい財

政運営が予想されます。」とあります。 

 内容の前半は、これまでの行政運営が功を奏し、人口減少社会にあっても人口増、出生率の高

い推移による好循環があるものの、少子高齢化が進んでいくことの影響が述べられ、後半は、本

市独自の必要性の高い、防災・減災・生活インフラの整備、さらなる発展を目指したまちの開発

などが述べられ、今後、財政運営を推進するに当たり、バランスに注視する必要があると述べら

れていると感じています。 

 そこで、厳しい財政運営とはどのようなことを予想されて対応していく必要があるのか、その

方針と方策について、また、今後控えている事業の推進において注視しなければならない点を市

長に問います。 

 次に、２番、議案第１号 令和２年度清須市一般会計予算案について。 

 愛知県及び県内参加市町村が共同開発するＡＩ総合案内サービスについてであります。 

 施政方針の施策大綱７つの柱のうち、「つながりを大切にするまちをつくる」の主要事業にＡ

Ｉ総合案内サービスの令和２年度からの運用開始がうたわれ、住民情報系システム管理費の中に

予算計上がされております。ここには、「近年、ＡＩなどの革新的な技術が急速に進展しており、

こうした技術を積極的に取り入れ、市民サービスの充実と業務の効率化の両立を図ることは、持

続可能な行政運営につながるものと考えている」と述べられ、手書きの帳票をデータ化して管理

ができるＡＩ－ＯＣＲサービスの導入とＲＰＡという自動データ入力システムの導入も同時に行

うと記されております。未来を見据え、さらなる課題の解決に積極的に取り組む力強い姿勢を感

じ、大変頼もしく、大いに期待をしております。 

 そこで、以下について市長の見解を問います。 

 ①ＡＩ総合案内サービスとは具体的にどのようなサービスなのか。 

 ②市民サービスの充実と業務の効率化の両立とは、どのようなことを目指しているのか。また、

目指さねばならないその背景について。 
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 ③「持続可能な行政運営につながるものと考えている」とあるが、持続可能な行政運営を妨げ

るものについてどのようなことを想定しているか。そして、ＡＩ総合案内サービスの導入によっ

て、その妨げがどのように解消され、持続可能な行政運営につながっていくのか。 

 以上、よろしくお願いをいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 最初に、１の質疑に対し、永田市長、答弁。 

市  長（永田 純夫君） 

 施政方針の財政運営についてご質問をいただきました。 

 まず、厳しい財政運営とはどのようなことを想定して対応していく必要があるのか、そして、

その方針と方策はということでございますけども、施政方針でも申し上げましたけども、歳入に

つきましては、個人の市民税や固定資産税が安定的に推移をいたしております。また、地方消費

税交付金の増収や法人事業税交付金の創設によりまして一般財源は増額というふうになっており

ますけども、一方で、義務的経費が大きく伸びておりまして、昨年からでございますけども、保

育や幼児教育の無償化もそうなんでございますけども、児童手当や福祉医療等々扶助費、それか

ら高齢化の進展に伴う医療費などの社会保障関係経費の増加が続いております。今後もこの傾向

というのはそのまま続いていくというふうに予想をいたしております。 

 加えて、大規模な事業も控えております。また、インフラ等の維持管理に係る経費といった財

政需要に対応する必要もありまして、このようなことから今後も厳しい財政運営が予想されると

いうことで書かさせていただきました。 

 そして、これに対してどうやって対応していくのかということでご質問でございますが、これ

はまず行革をこれまでどおり推し進めるということ、それから、限られた財源でございますので、

本当に必要な分野に重点的・効率的に配分をしてめり張りをつけるということ、そして、税収を

さらに増やすという努力もしていかないかんというふうに思っておりまして、こんな取り組みを

しっかりとやっていきたいというふうに思っております。 

 次に、今後控えている事業の推進において注視しなければならない点はというご質問でござい

ますけども、これからも清須の市民生活をより豊かにするとともに、将来にわたって活力のある

あふれる清須にしていかなければならんというふうに思っております。 

 そのためにはインフラの整備をとめることはできんというふうに思ってます。今後控えている

事業、これは議員のご承知のとおりでございますけども、その事業実施に当たりましては、先ほ
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ど申し上げました対応策とも重複をいたしますけども、令和２年４月から総合計画の後期計画が

スタートいたしますけども、それと、また新たな行政改革推進プランに基づきまして、予算の重

点化・効率化や歳入確保の努力といった行革を推進して、本当に持続可能な財政運営に努めてま

いりたいと思っておりますので、ご理解をいただきますようによろしくお願いをいたします。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 ありがとうございました。 

 大変明快で力強いお言葉をたくさんいただきまして、非常に頼もしく感じておる次第でござい

ます。 

 また、永田市長におきましては、この清須市誕生の裏舞台で非常にあちらこちらに影となり支

えていただいて、清須市が誕生して１５年になってくるわけでございまして、合併するための目

的とか、合併当初の課題とか、合併したからこそやっていかなきゃいけないこととかを多分本当

に隅から隅まで知り尽くしておられる方だと思いますので、今のお言葉というのは非常に安心す

るとともに我々もしっかりと注視をして、我々も力を絞って、知恵を絞って、協力できることは

しっかり協力していくという方向のことをしなければいけないなと改めて感じておる次第でござ

います。若輩でございますけれども、また、今後ともよろしくお願いしたいと思っております。 

 ただ、何点か私なりにこの１５年を迎えて、いよいよまたここから羽ばたこうという清須市に

対して思っておることを何点かお話しだけはしていただきたいなと思っております。 

 今回の令和２年度の予算案を見させていただいたところ、永田市長の今までご苦労なされてき

て、市民の声を聞いて、ここからますます地盤をしっかりと固めて次のステップへというのが本

当に見える予算だなと僕は思っております。非常にチャレンジをしている点もたくさんありまし

て、特にＩＣＴの関係なんかはいち早く捉えていただいて進めていただくということは、この後、

次のところで質問をさせていただきますけれども、背景をしっかりと捉えた、次の未来を見据え

た方向のことであるなというのが思いましたが、何点かお話をさせていただきます。 

 まず、初めのほうに出てきました経常収支の話をしておきますが、私、手元に２９年度の総務

省の決算データの書類があるんですけども、経常収支比率は清須市は８５．１％でございまして、

減収補填分及び臨時財政対策債を除きますと清須市は９０％を超えます。これは皆さんご存じの

とおり、簡単に言うと、常にかかっている経費なので、ほぼ人件費でございます。以前、市長も

言われてましたけども、清須市は保育にすごく力を入れてきたので、保育に責任を持つという側

面で保育士の方をしっかりこの場で働いていただくということを重点に置いたので、そういった



－234－ 

人件費は重いですよというお話は以前お聞きしたんですけれども、実は、ほぼ人件費であるとい

うことは、令和２年度から会計年度任用職員制度、臨時職員の方の給与の支払いの制度が変わっ

てまいりますと、これは物件費の中に含まれていた人件費が全部オープンになってくるので、経

常収支比率が一気に多分高まる可能性があって、硬直化がさらに進むのではないのかなというこ

とは心配をしております。臨時職員の手当は全部とは言いませんけれども、物件費にまだ眠って

いる部分があるので、この経常収支比率が２９年の段階でも８５％ですが、これはまだ上がる可

能性が十分あるのではないかなと、こういったことは注視しておいていただきたいなと。 

 経常収支比率そのものは二、三十年ぐらい前の財政指標の見方の概念でありまして、当時は

８０、９０になると硬直化してますから、何らかの手を打たなきゃいけないですよという指標だ

ったと思うんですが、二、三十年前のことということがあって、現状の財政運営においてそれを

反映しておるかどうかというのは研究が必要なことだと思いますが、この点は１点指摘をさせて

いただきたいと思います。今年度から始まります会計年度任用職員制度、こちらを見据えて、そ

ういった側面で見ていただければなというのは１個思っております。 

 また、後半の大きな事業がまだ控えておって、インフラの整備とか減災・防災に対しての整備

ですとか、また区画整理とか、こういったものがあります。人口７万人のまちにしては多分かな

り重い事業がずっとこれから何十年つながってくるのではないのかなと思っております。 

 例えば、１点、細かい数字に対しての質問は僕は委員会でどこでやろうかなと思っておるんで

すが、例えば、下水道に関しても、今年度から公営企業会計に移ることになりましたけども、貸

借対照表を見ますと資本金が８億３千万円か８億４千万円ぐらい必要になっていまして、それプ

ラス資本の部のところに一般会計から繰り出しを出されたお金が入っております。これが７億

５千万円ぐらいありまして、今回配付されております事業会計の書類を見ますと、令和２年、

３年という中で資本金が８億７千万円から９億３千万円にかけてます。一般会計からの繰り越し

が７億３千万円から７億５千万円ぐらいに増えておって、これは累計なんですけども、貸借対照

表を見る限り、資本金が多いということは、以前、僕、委員会で副市長に質問させてもらったん

ですけども、そのときは副市長の口から「先行投資」というお言葉が出てきました。先行投資を

しておるので、資本金が繰出金等で資本と負債の部を調整しなきゃいけないんだという認識でお

りましたけれども、こういった先行投資が行き過ぎないようにという指標を持っていただけたら

なというのは思っております。 

 下水道事業って、今、市長も言われたとおり止められるかどうかというと、そういった内容の
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ものではないと思いますし、衛生面での向上を目指していくものですので、名古屋市に隣接した

生活に便利なまちというコンセプトからいくと進めざるを得ない部分もあると思いますけれども、

先行投資がどこまで行き過ぎとるかということのチェックもしっかりしていただきたい。 

 もう１点が、区画整理が春日で２つと、今度、新清洲の駅前とＪＲの清洲駅前と進んでおりま

すけども、駅前の開発の委員会のときに何点か質問して、結果的に、興味のある方は見てくださ

いという形でどこかに置かれてあると思うんですけれども、こちらにおいても以前から区画整理

をすると土地の価値が上がるという話は聞いています。具体的にどういうことかというと、固定

資産税路線価が変わるということですね。多分こういうことだと思うんです、上がるということ

は。ということは、土地の所有者にしてみれば、所有する経費が上がるということです。もっと

言ったら、その土地を貸していらっしゃれば地代が上がるんじゃないですかと。そしたら、上が

った地代でこれだけ人口減少で経済的にも非常に慎重な運営を求められる中で、その土地を借り

て事業を行っている方を市として守っていきますかと。市民に対しては必要な経済活動なり生活

必需品を買うとかということにつながってくるものでございます。こういったことはどこかで何

かで答えをいただかないかんなと僕は思っております。 

 それと、もう１点が、新清洲駅の北側の区画整理、名鉄の高架事業とあわせてですけれども、

これもどんどん進めていっていただきたいと思うんですが、先般の委員会の中で５０億円予算を

組んでいたものを２０億円足してくださいという話が出ました。背景は消費税のアップと物価高

ですと。当然、人件費も上がっておるでしょうし材料も上がっておると思いますけども、予算増

がパーセントでいうと１４０％なんですね。こういったこともしっかり注視をして進めていって

いただかないといけないかなと思っています。 

 最後に、何でこういうお話をするかというと、地方自治体の財政診断の考え方と課題という所

見をくださっておる方が見えまして、関西学院大学の小西教授のものなんですけども、この一番

最後のところにこう言ったんですね。今、国が決めた財政指標にもとにお話をさせてもらったん

ですけども、財政指標による分析の限界ということが書かれておって、２点あります。 

 「財政指標による分析は、基本的に直近までの動向を示しているものであり、将来の状態を示

すものではない」と言い切られております。「直近の状況が今後も続くと想定できない場合には、

なおさらです」と言われています。「地方自治体の多くが財政運営で近年は縮み傾向であり」、

これは少子・高齢化ですから当然縮んでおると思います。インフレだったやつが一旦デフレにな

って、そこからまた戻ってくる段階で、どこまでデフレが解消されておるのかわからんですけど
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も、「縮み傾向であり、財政支出を先送りすることで将来の歳出圧力が高まっているが、そうし

た団体で潜在的に財政悪化が進んでいる状況を補足する、こういった財政指標はありません」と

言われています。だから、中長期の財政収支に予測に頼らざるを得ないという見解をくださって

おりまして、力強く発展していく方向の例えば住民税が安定して推移して増えてきておるという

ことはいいんですけども、増えてきていること対して抱えている事業の大きさのバランスとか、

やめろと言っているんじゃないです。これは必要なもので進めなきゃいけないです。 

 この先、リニアインパクトもあって、経済的に大きな効果が得られるチャンスもいっぱいあり

ますけども、リニアインパクトに関しては、反面、人口流出が非常に心配されています。特に女

性が少なくなる。愛知県は実は現在そうだそうです。リニアができることによってもっと進むん

じゃないかということを心配されていることもあって、その方も結論として言われておったのが、

「ここに王国をつくってください」と言いました。ここでなきゃ成り立たない自治体の形成をし

ていってくださいと教授も言われていましたけども、私も結構共感をして今回このような質問を

させていただきました。 

 若輩で大変僣越でございましたけれども、ご意見を述べさせていただいたことをまたご要望に

かえさせていただいて、この質問を終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

議  長（久野 茂君） 

 次に、２の①の質疑に対し、後藤企画政策課長、答弁。 

企画政策課長（後藤 邦夫君） 

 企画政策課、後藤です。 

 それでは、まず、①の質問についてお答えをします。 

 「ＡＩ総合案内サービス」は、スマートフォンなどから市のホームページ上に掲載するサイト

にアクセスすることで、対話形式のＡＩチャットボットにより、行政手続や市の事業などの市民

の皆様が知りたい情報を簡単に検索することができるサービスです。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 飛永議員。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 ＡＩですので、インターネットを接続してされるサービスだと思いますけれども、これは清須
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市のホームページを利用して進めるというものでしたね。 

議  長（久野 茂君） 

 後藤課長。 

企画政策課長（後藤 邦夫君） 

 今おっしゃられたとおり、現時点での開発を進めているものにつきましては、各市町のホーム

ページからＡＩの総合案内に行くという内容のものを現在検討しておるところでございます。 

 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 飛永議員。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 ホームページですね、実は観点がずれるかもしれませんけど、去年の参議院選挙のときにホー

ムページ上で不在者投票のことと期日前投票のことを調べようと思ってスマートフォンから入っ

ていったら、スマートフォンの画面に出てこなかったんですね。ＰＣに切り替えてくださいとい

うボタンがあるもんですから、ＰＣに切り替えると、当然、スマートフォンの画面上にデスクト

ップにある文字が全部出ておるもんですから、どこに何があるか全然わからん状態があったんで

すけども、これは以前お話ししたんですが、これは原因が何で、現在解消しておるもんなんでし

ょうか。 

議  長（久野 茂君） 

 舟橋人事秘書課長、答弁。 

人事秘書課長（舟橋 監司君） 

 人事秘書課長、舟橋でございます。 

 議員ご指摘のページでございますが、恐らく市のホームページにはインデックスページという

目次のページがありますけども、そのページに表や説明文などを入れますとスマートフォンサイ

トではその部分が表示されないという状況になります。ご指摘のあるようなページがうちのホー

ムページには何件かあるようでございますので、また確認をして修正をしていきたいと思ってお

ります。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 飛永議員。 
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９番議員（飛永 勝次君） 

 大急ぎでやらないかんことだと思います。 

 皆さんのお手元に配ってありますタイトルが「人口減少時代のＩＣＴによる持続的成長第２節 

ＩＣＴによるつながりの現状」という資料がありまして、これは総務省のホームページからひっ

ぱってきたもので、平成３０年の総務省が出した情報通信白書というものでございます。今、お

もて面にある数字は２００８年と２０１７年、インターネットの利用割合がありました。これは

一目瞭然で、２０１７年は高齢の方も特に伸びておる状況が続いておりまして、裏面をひっくり

返しますとインターネット接続端末という表になってまして、ちょっと見にくいですが、一番左

上の四角で囲ってある上のところですね、年代別によると１３から１９、２０から２９、３０か

ら３９、４０から４９のところが囲ってあります。これは８２．２、９４．８、９２．５、８６．

９とありますが、この一番のラインはスマートフォンです。その下がパソコンです。なので、ス

マートフォン接続のものが今のような状態にあるということは、どっちかというとあまり好まし

くないので、早く進めていただきたいということと、このＡＩサービスも結論から言うと、こう

いったスマートフォンをきちっと使っていかなきゃいけないんではないかと思っております。 

 ２番、お願いします。 

議  長（久野 茂君） 

 次に、２の②の質疑に対し、後藤企画政策課長、答弁。 

企画政策課長（後藤 邦夫君） 

 企画政策課、後藤です。 

 ②の質問についてお答えをいたします。 

 国においては、ＩｏＴ、ロボット、ＡＩ、ビッグデータといった新たな技術を活用して、経済

発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０の実現に向けた取り組

みが進められています。 

 本市においてもこうした技術の進展を最大限に活用して、市民の皆様への新たなサービスの提

供や、行政手続の簡素化などにより市民サービスの充実を図ってまいります。 

 あわせて、現在職員が対応している業務の中で自動化が可能な業務については、自動化を進め

ることにより業務の効率化を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 
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 飛永議員。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 手元に今回のＡＩ・ロボティクス連携共同研究会が出しております資料があります。このＡＩ

チャットボットサービスで対応する業務についてこういうふうにあります。 

 引っ越し、妊娠、出産、子育て、学校教育、結婚、離婚、住民票、印鑑登録、税、国民年金、

国民健康保険、健康医療、福祉、生活支援、ごみ、公共施設などの市町村の業務のほか、パスポ

ート、運転免許云々とずっと続いております。こういったものがチャットボットといって、人が

介在しなくても進められるように今後なっていくでしょうというものでございます。これは少

子・高齢化といって、これに対応する形でこういったシステムを導入して職員の募集をしても確

保がなかなか難しい時代になっていくので、業務の効率化を目指していかなきゃいけないという

ふうには言われるんですけども、これを逆にひっくり返すと、少子・高齢化はどんなサービスが

必要なのかということがあって、何年か前に名古屋市との合併の話が出たときに東郷町の町長が

こういうことを言われておったんですね。 

 「少子・高齢化とは、対面・対話・面談を最優先に必要とするサービスの量が増えます。また、

これに質が求められます」と、要するに、人間でしかできないサービスが少子・高齢化によって

どんどん増えてきますよと。そうすると、どちらかというと、作業的に繰り返しになるものは正

確に確実にできる機械にしたほうがいいでしょうと。なおかつ、ＡＩを導入することで学習もし

ていただいて、推測も憶測もしていただいて対応していくというものを進めていくと。ＡＩを導

入する理由は、概ねこんなふうに認識しておるんですけども、こんなふうでよろしいでしょうか。 

議  長（久野 茂君） 

 後藤課長。 

企画政策課長（後藤 邦夫君） 

 今後、ＡＩを始めとしたＩｏＴ、ＩＣＴなんかの導入に向けては、今、議員おっしゃることが

私はほぼ間違いではないと思っています。 

 後でお答えするつもりでおりましたが、いわゆる人口減少社会の中で、今後、職員減少が見込

まれます。そうなったときに、いわゆる今と同じようなサービス提供を維持していこうと思えば

どうしても人が足りませんといったときに、先ほど申しました自動化できるものについてはどん

どん自動化をしていって、いわゆる相談業務等に人的資源も集中的に投入できるようにしていく

ことが今後大切になるのではなかろうかという見解を持っております。 
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 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 飛永議員。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 ３番お願いします。 

議  長（久野 茂君） 

 最後に、③の質疑に対し、後藤企画政策課長、答弁。 

 それでは、③の質問についてお答えをいたします。 

 全国的に少子高齢化が進展し、人口減少社会に移行する中、本市の人口はいまだ伸び続けてお

り、生産年齢人口の割合も高い状況ですが、本市においても高齢化率は徐々に上昇しており、今

後、人口も減少局面を迎えることが見込まれております。 

 これに伴って地域社会の中でもさまざまな影響が懸念され、市の行政運営においても、その対

応が重要な政策課題であると考えております。加えて、公共施設などの老朽化への対応や計画的

な都市基盤の整備などにも引き続き取り組んでいかなければなりません。 

 また、全国的に人口減少が進む中、これまでと同様に市職員を採用することも難しくなってお

り、限られた人材で多様化・高度化する市民ニーズに対応していく必要があります。 

 こうした状況を踏まえて、ＡＩ総合案内サービスを始め技術革新の著しいＡＩなどを活用して

行政運営の効率化を図ることにより、人材などの限られた経営資源を真に必要な分野に配分し、

持続可能な行政運営につなげてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 飛永議員。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 今のご答弁をあえて咀嚼して申し上げさせていただきますと、人口減少の中で職員の採用も難

しくなってくると。人数の確保が難しい。なおかつ、さっき言ったように、人が面談してやらな

きゃいけないサービスは絶対残ってくるわけで、こちらの量が増えてくる可能性もある。量・質

も求められる可能性がある。 

 そんな中で、作業的に自動化して間違いがなくスムーズに済むものであれば、これだけハイテ

クノロジーが進んできている状況の中で導入していって、随時振り返っていって、市民に対する
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行政サービスの低下を招かないように市民を守るための行政サービスをさらに充実させていかな

ければならないというふうに理解をするところでございますけれども、現状の来年度導入するサ

ービスというのは、サービスを受ける側の使用する端末というのはどういったものを想定して進

められているんでしょうか。 

議  長（久野 茂君） 

 後藤課長。 

企画政策課長（後藤 邦夫君） 

 端末につきましては、現在、ホームページを中心に考えておりますので、パソコンとスマート

フォンという形になると思います。 

 また、これから進めていくということを検討しなきゃいけませんけれども、ＬＩＮＥのインタ

ーフェイスの活用も検討していく必要がある。これは協議会の中でも出ておりますので、もしＬ

ＩＮＥのインターフェイスが実用可能であるならば、清須市としては当然採用していきたいとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 飛永議員。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 ありがとうございます。 

 今、課長が言われた方向性のことというのは、総務省の白書に照らしてもニーズとしてはそち

らのスマートフォンの対応、また、ＬＩＮＥのインターフェイスを使うとかいうことをしていく

ことで、いわゆる定例的な業務が非常に言ってみれば市民の方にやっていただけるように誘導す

るというか、最終的には例えばＰＤＦで書類を送ってやりとりをすれば済んでしまうとかなると、

例えば、電話１本受ける時間もなくて済むとか、書類を探して送る手間もなくなるとかいうこと

になってきて、かなり簡素化につながっていくと思うんですね。 

 スマートフォンのほうで対応ができるようにということで、一番最初に言いましたけども、我

が市のホームページはまだそういった課題が残っている状況なので、これにあわせて確実に改善

をしていっていただきたいなというのが１つと、改めてこの白書を取り上げて言いますと、スマ

ートフォンを使っていらっしゃるというのは、これからの市町を支えていったくださる現役世代

の方がほとんどなんですね。 
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 インターネットを使って接続をすることが日々の生活の中の何かの役に立っていることになっ

ているのがまず１点と、接続する際にスマートフォンなんですね。これを見ると、つなげるため

の端末を選択するときに９４とか９２とか、それぐらいの数字で推移をしてます。かといって、

タブレットとかＰＣの接続はやらなくていいのかということじゃなくて、プラスアルファになっ

てしまいますけれども、今、大変うれしいご答弁をいただいて、ＬＩＮＥのインターフェイスか

な、こちらのほうが使いやすい。出先で使えるという優位性がこの資料で見ると示されているみ

たいなので、ぜひ、こちらの方向に進めていっていただきたい。 

 もう１個が、他国言語ですね。資料を見ると５か国の言語でやりますよというふうに書いてあ

って、英語と韓国語とポルトガル語がここに書いていますが、中国語とかも入るんですかね。多

言語にしてＬＩＮＥのインターフェイスを使うと総合の情報のやりとりもできますし、使ってい

る人の属性がわかれば、そこに向けての何かの数値とか、もっと言ったら、災害時でももっと効

率的に使えるものに進んでいくと思いますので、ぜひ、来年度の導入に当たってはいろんなご意

見とか使い方においてのことでもまだまだ研究している段階のことですとか、あと、予算のこと

も出てくると思いますけれども、ぜひ、少子・高齢化を乗り切っていく。ますます発展する清須

市がこういったものをいち早く導入をして市民の方に喜んでいただいて、また現役の世代の方が

バリバリお仕事していただけるように市民サービスをしっかりバックアップをしていっていただ

きたいなと思っております。 

 課長のほうからは、今ある選択できるサービスについてはできるだけのっていきたいという話

があったんですけれども、そういった認識でよろしいですか。他国言語とかＬＩＮＥインターフ

ェイスの話もしていただいて、スマートフォンの改善を今、求めさせてもらったんですけれども、

方向性としてはそういう方向性で私も考えておいてもいいことなんですか、どうでしょうか。 

議  長（久野 茂君） 

 後藤課長。 

企画政策課長（後藤 邦夫君） 

 議員、今おっしゃられますように、これからの時代、そういうことを避けては絶対通れません。

であるならば、清須市がリードしていけるような形で何事も先行していきたいというふうな考え

を我々は持っております。今、言ったＬＩＮＥのインターフェイスにつきましても、指標はこれ

から固まってきますが、もし導入ができるようであるならば先行して導入していきたい。 

 多言語対応につきましては、現時点では、令和３年度の運用が目標だということで愛知県のほ
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うからお聞きしておりますので、そちらのほうも今のところ５か国語ですが、これが増やせるよ

うであるならば、我々は増やしていきたいという考えを常日頃から持っておりますので、できれ

ば、本当に時代の流れに取り残されないようにやっていきたいなというふうに思っておるところ

でございます。 

 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 飛永議員。 

９番議員（飛永 勝次君） 

 日本のほぼ中心の愛知県の、また名古屋市の隣の市ですので、全国的ないろんな傾向というの

は顕著に出てくるところだと思います。少子・高齢化もそうですし、また、外国人の方の流入に

関してもそうだと思います。一緒にコミュニティをつくっていかないけないこともあると思いま

す。なので、いろんな意味において、さまざまな意味においてリードする意味でも、こういった

ことをしっかりまた進めていただきたいと改めて要望しまして質問とさせていただきます。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 以上で、飛永議員の質疑を終わります。 

 次に、加藤議員の質疑を受けます。 

 加藤議員。 

＜ １３番議員（加藤 光則君）登壇 ＞ 

１３番議員（加藤 光則君） 

 おはようございます。 

 議席番号１３番、日本共産党、加藤光則です。 

 私は大きく分けて２つの事柄について質問させていただきます。 

 初めに、議案第１号 令和２年度清須市一般会計予算案についてであります。 

 第８款土木費、４項都市計画費、２目土地区画整理費、新清洲駅北土地区画整理費について

１５億１５６万１千円が計上されているわけであります。そのことについて質問させていただき

ます。 

 現在、新清洲駅北土地区画整理事業は、事業計画変更（「全体事業費」５１億１千６００万円

から７２億８千万円）の手続が行われています。土地区画整理法施行規則第１０条（資金計画に
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関する基準）には、収入予算については収入が確実であると認められるもの、支出については適

正かつ合理的な基準によりその経費を算定したものを計上しなければならないと規定されている

わけであります。収支予算案の妥当性と資金計画の定めはどのようになっているのか伺います。 

 ２つ目、議案第２１号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第７号）案についてであります。 

 第１０款教育費、６項保健体育費、３目給食センター費についてであります。 

 給食センター費が３２１万３千円の減額補正になっていますが、新型コロナウイルス肺炎によ

る感染を拡大させない対応として小中学校は臨時休校となりました。給食が停止となり、学校給

食センター費（運営費等）に影響はないのか伺います。 

 また、学校給食センター管理運営規則の第７条には、給食費の免除について規定されています。

どのように対応されていくのか伺います。 

 よろしくご答弁をお願いいたします。 

議  長（久野 茂君） 

 最初に、１の質疑に対し、前田新清洲駅前周辺まちづくり課長、答弁。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課長の前田です。よろしくお願いいたします。 

 １についてお答えいたします。 

 令和２年度の支出につきましては、新清洲駅北土地区画整理審議会委員、評価委員、選挙立会

人の補修については新清洲駅北土地区画整理事業を公正かつ民主的に進めるために、選挙等によ

り選出された委員による事業の議決機関、諮問機関として土地区画審議会を開催し、審議会の同

意を得た評価員による評価員会を開催するための予算であります。 

 土地区画整理事務費につきましては、新清洲駅北土地区画整理事業を推進していくため、関係

機関との協議など必要な事務を行うための予算でございます。 

 事業用地管理費については、取得及び補償した事業用地の管理を行うための予算でございます。 

 土地区画整理事業費につきましては、新清洲駅北土地区画整理事業について、道路・排水路等

の整備工事、建物等補償算定調査、移転家屋の補償及び実施設計等を行うための予算で、総額

１５億１５６万１千円を見込んでおり、それぞれ新清洲駅北土地区画整理事業を進めるために必

要な予算であります。 

 収入につきましては、国庫支出金が４億１千８２５万円、県負担金が９千５３７万５千円、使

用料及び手数料が１千円、市債が３億３千万円、都市計画施設基金が２億円で、総額１０億４千
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３６２万６千円を見込んでおります。 

 収支予算案の妥当性につきましては、妥当と考えております。 

 資金計画につきましては、土地区画整理法施行規則第７条において、資金計画書を作成し、収

支予算を明らかにして定めなければならないと規定されております。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 ありがとうございます。 

 説明書の１つ１つについてお答えいただきました。 

 まず、初めに、この区画整理の区域設定で３点がこの事業に入る前に示されたわけです。その

中に市の財政力が挙げられていたわけであります。今回、大変大幅な事業費の変更になったわけ

であります。土地区画整理事業に影響を及ぼす要因として、先般の特別委員会でも消費税、こう

いったことが全体の中で３１％、そして詳細調査、土地や物件の設計や交渉協議に４７％、事業

の追加や見直しが２２％、これが全体事業費の中での増加分の内訳として示されました。 

 この事業については民間に委託して行われているわけであります。そして、その中身は、事務

的・技術的業務の全般にわたっている全体的なものをお願いしている。今回、大変大幅な事業費

の変更に当たり、収入・支出の資金計画の検討を行って事業計画の変更が出された。今、民主的、

公正にやられているということだと思います。しかし、今回の公共事業の効率的な執行及び透明

性の確保が今こういった土地区画整理事業の中で提唱されているわけであります。そういう中に

あって、なかなか中身については見えてこないわけであります。 

 今回、この都市計画変更に当たり縦覧があって、私はそこで資金計画等の資料を見せていただ

きました。旧の資金計画とそこで新たに新が比較されて、その内容についての一定のそれを見る

ことによって私も合理的な判断が可能になるのではないかなと思ったわけであります。合意形成

を図る上でこういった透明性の確保についてはどういうふうに考えられているのか、まずご質問

させていただきたいと思います。 

議  長（久野 茂君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 透明性の確保につきましては、今回、事業計画の変更に伴いまして縦覧業務を行わさせていた
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だいておりますので、その中で資金計画等を縦覧していただいた中でご判断していただくことに

なると思います。 

 よろしくお願いいたします。以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 後からまた言いますけども、資金計画が見えないと本当に中身が見えてこないんですよね。私

も縦覧させていただいて、本当に書き写すのに何時間てかかったわけですけど、それを見て、こ

ういう内容なのかということがわかるわけであります。 

 区域の設定というのは、事業費、事業期間に大きく影響してくるわけであります。区域の特性

や目的や事業期間、資金面での見通し等、合意形成を図りながらこれまでも事業が行われてきた

と思います。 

 そして、もう１つ大事なことは資金計画を定めた事業計画、これを定めることが義務づけられ

ているということであります。ですから、この事業計画は法で定められた、施工者が行うべき事

業の計画を示す最も信頼する計画でなくてはならないわけであります。そういう意味において、

市の財政負担も大きくそれを負担していくわけですから、今回、公共でやるわけですので、市

民・納税者への説明責任、さらには透明性の確保をあわせて行って事業に関する社会的な合意形

成をしていく、このことが大事だと思います。 

 そういう面から、さらに質問させていただきたいわけですが、今回、新年度予算に当たって、

当初の資金計画から見ると歳出は幾ら予算的に増額になっているのか、まず伺います。 

議  長（久野 茂君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 お答えさせていただきます。 

 歳出につきまして、当初計画した資金計画より令和２年度につきましては、約１１億円上がっ

ております。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 
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１３番議員（加藤 光則君） 

 私もこの単体で新年度予算だけ見ればそうなのかと思うわけですが、その資金計画を縦覧させ

ていただいて、過去にどういう状況だったか新旧を比べることによって私も見たわけですけども、

工事費でいえば３億３千４６９万６千円だったものが新年度は１４億８千９０８万９千円になっ

ているんですよ。今、言われたとおり約１１億円、これだけ見てはわからんわけですけれども、

変更になっているんですよね。全体事業費が２１億６千４００万円の増額でありますので、その

うち約１１億円が新年度の予算に計上されたというわけであります。その理由について、大きく

来年度で一気にやらないかん理由というのはどういったことがあるんでしょうか。 

議  長（久野 茂君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 当初、資金計画の中で算出しております金額につきましては、今回変更した内容は事業の進捗

等建物の移転が５割ほど進んできており、あと、平成３０年度から本格的な事業着手として設計

調査費、委託補償費、工事費など実績と残事業についての精査を行い、全体事業を見直したもの

で金額を算出しておるんですけど、当初事業見込みでしてある予算を今回事業を行っていく中で

先に食いつぶしていったらあれなんですけど、ある資金計画上の中での予算で処理をしておった

もので、今回、事業的には工事等が集中して、道路工事や建物移転補償費は令和２年度に一番集

中した形になっておるということになっております。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 本当に長いスパンの中でやっていくけれども、集中しなければならないという時期があろうか

と思います。それがたまたま令和２年度にかなり集中したと、１１億円も当初の計画よりも。そ

うすると、角度を変えて、今度は全体事業費の中で増額する場合、今、大まかに言われましたが、

中身について伺いたいわけでありますが、先般、特別委員会の中でも出されました。精度の高い

資金計画が望まれる中にあって、今回の増額は非常に大きいわけであります。 

 その要因として、今、述べられたわけですけれども、特別委員会の中で特にまとめて５点述べ

られています。その施工者として、今、言われたわけですけれども、事業費の妥当性については
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どういった５つの点について精査されたのか質問させていただきます。 

議  長（久野 茂君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 事業費の妥当性につきましてですけど、本来、事業を行っていく中で、今回いろいろ調査、現

地に入っていく中で建物等の移転等の実態、あと現地の土質調査による工法検討、あと、生活道

路を確保しながらの工事の事業展開にあわせた仮設費の必要性など、実際、現地に入っていった

中でわかったところで、新規事業として埋蔵文化財の調査や電力鉄塔等の移設等が必要になって

きたということで、この増額分が出てきたということであります。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 新規事業の追加で鉄塔の移転に１億７千万円かかるとか遺跡調査、その辺はそうかなと思うわ

けでありますが、例えば物騰、材料費、人件費、消費税、これで６億７千７００万円だというよ

うなこともありますし、詳細調査、土地や物件を合わせてこれも２つで１０億円を超えるような

額であります。非常にですね、これを精査していく、民間の業者さんに任せておるから、そこで

きちっとやられとるんじゃなくして、市としてもこれをどう精査していくかということが非常に

私は大事だと思うわけであります。 

 この物騰についても、例えば、材料費は上がったかもしれませんけれども、実際には９８年か

らデフレが続いていて、材料費・人件費が３割上がっていると言われているわけですけれども、

本当に６億７千万円も上がったのかとか、いろいろ思えてくることもあるわけですよね。ですか

ら、しっかりこの辺の精査というのは私は必要だと思います。 

 しかし、この伸びしろ、増額、先ほども言われましたが、約４割増えてきているわけでありま

す。土地区画整理の運用指針には、「地方公共団体施行の土地区画整理事業に関しても、限られ

た財政状況の中で効率的な事業施行を検討することが必要である」、こういうふうに述べられて

いるわけであります。施行者である市としてもその内容を精査する、まさに、今、言ったような

義務があるわけです。 

 新年度の予算を見ても、旧の資金計画からすると、今、言われたよう大幅に増えているわけで

あります。財政課のほうも、もちろんこの予算査定に当たって、予算に関する見積書等について
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調査検討すると会計規則にうたわれているわけでありますが、歳出予算の妥当性とともに今回出

ていくばかりじゃなくて、そうすると歳入についても必要になってきて、これを判断していかな

ければならなかったと思うわけですけれども、１０月時点の査定で査定の期限が１０月になって

いますので、どういうふうに総務財政としてこの問題については対応されたのか、判断されたの

か伺います。 

議  長（久野 茂君） 

 岩田財政課長、答弁。 

財政課長（岩田 喜一君） 

 財政課長、岩田です。 

 新清洲駅北土地区画整理事業の事業計画の変更については、財政課としましても近い時期に聞

いた話でしたので、現時点では財政試算はしておりませんけども、財政の健全化を維持しながら、

新清洲駅北土地区画整理事業を含めインフラ整備などを着実に実行するためには、その時々の経

済状況にも対応しながら、効率的かつ計画的に財政運営をしていくことが必要だと考えておりま

す。 

 つきましては、歳入の確保はもちろんのことですけども、経費全般の一層の節減等を図りまし

て財政基盤の確立に努めることで、次にお示しする試算等の際には、継続可能な試算をお示しし

たいと考えております。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 近い時期に聞いたということで、なかなか難しかったというようなご答弁をいただいたわけで

ありますが、しかし、この中身を見ると、全体では市単独費というのが１７億９千９４６万２千

円から３千５２８万４千円、こういうふうに市単独費が全体の中ではぼんと増えているわけです。

これで新年度の来年度については特に事業費が増えたと。財政のほうもなかなか厳しい中だけど、

用意されたわけですよね。本当にそういう中での精査というのは私は非常に大事だと思うし、資

金計画というのは、より精密なものが必要だと、いろいろそういう指針の中でも言われているわ

けですよね。 

 額が額でありますので、精度の高い資金計画が望まれるわけですが、冒頭、市長のほうもイン
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フラ整備、これをとめることはできないということで、全体の金の中のやりくりで非常に頭を悩

ませられとると思うわけですけれども、その辺について、この額が大きい場合はどういうふうに

対応するのかというところがどう市長判断されたのかということをですね、来年度に一気に来た

もんですから、市長としてのご判断をお聞かせいただきたいなと思います。 

議  長（久野 茂君） 

 永田市長、答弁。 

市  長（永田 純夫君） 

 全体で約２１億円増えたわけですけども、正直、私も年明けに聞きました。それは多分精査に

時間がかかったというふうに思っておりまして、担当のほうも一生懸命精査をした上で、説明が

できる段階で私のほうに説明があったというふうに私は理解をいたしておりまして、これは議員

おっしゃるように、名鉄の高架事業とも絡んでいる事業でありまして、これを市単独で遅らせる

わけにはいかないわけでありまして、私は精査した数字で担当が持ってきたというふうに信じて

おりますので、歯を食いしばってでもやり抜くという、そういう決意でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 この問題、なかなか膨大な事業でありますので、業務委託で業者に任せっ切りになっていると

いうことはないと思いますけれども、公共性の高い事業であります。それなら市単独事業費がこ

れだけ必要になってくるわけであります。それゆえ住民の理解もより必要になると思いますので、

政策効果の継続や費用対効果の分析、続いて市民の合理的な判断が可能になるような情報を十分

に提示していただく、そういうことを資金計画とあわせてやっていただきたいということをお願

いして、この第１問目の質問を終わりたいと思います。 

 ２つ目、答弁をお願いします。 

議  長（久野 茂君） 

 最後に、２の質疑に対し、吉田学校給食センター管理事務所長、答弁。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 学校給食センター管理事務所長、吉田でございます。よろしくお願いいたします。 

 ２の質問にお答えします。 

 第７号補正予算案による給食センター費の減額は、臨時職員の調理員が定数に達しなかったこ
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と、業務委託・物品購入の入札に伴い予算残が生じたことによるものでございます。 

 今回、学校給食の提供がなくなったことにより、賄い材料費などの予算が見込んでいた支出額

を下回ることはありますが、給食センター費の予算に不足を生じることはありません。 

 また、このたびの臨時休校における給食費の取り扱いについては、清須市学校給食センター管

理運営規則第７条第１号の免除規定に該当する事案として、令和２年３月分の給食費は徴収しな

いこととします。 

 なお、学校給食費は保護者の指定口座からの引き落しとなっており、事務手続上３月分の給食

費が引き落とされてしまうことから、今後、返金の対応を行ってまいります。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 財政的には今の内容の話でありましたけれども、突然の休校で学校給食現場においては甚大な

影響が全国的に出ていて、いろいろ問題が提起されておるわけであります。 

 そこで、お聞きしますけれども、本市の給食実施に係る費用内訳をお聞きしたいわけですが、

まず、食材に係る費用と給食実施に係る費用、これは例えば３月でわかればいいんですが、わか

らなければ年間トータルでも結構ですが、食材に係る費用と給食実施に係る費用についてお聞き

します。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 １年間で１１か月の提供ということになりますが、１年間で大体２億７千５００万円ぐらいを

見込んでおります。 

 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 これは食材に係る費用というか、今、言われたのは、多分、給食費を集めておる費用じゃない

かなと思うわけですけど、食材に係る費用ということでご答弁いただいたわけですけれども、そ
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うすると、給食実施に係る費用というのはトータルでありますので、これはどんなもんでしょう

か。これがその額なんですか。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 今お話ししたのは、賄い材料費分という形で捉えていただきまして、給食センターの運営自体

に係る費用ということになりますと給食センター費の部分になると思いますので、５億円程度か

と思います。 

 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 それで、さらにお聞きしますが、食材に係る費用のうち公費で負担している費用があるわけで

すけれども、もっとわかりやすく言えば、就学援助と生活保護の費用ですね、この部分について

はどれだけあるか質問します。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 平成３０年度の実績という形になりますが、就学援助と生活保護も合わせてでございます。

２千１２２万円ということになっております。 

 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 年間これだけ費用の額になるということであります。この要保護・準要保護の児童生徒への対

応でありますけれども、例えば、愛媛県は臨時休業中の給食代として、給食代相当額を補助させ

ていただくといち早く記者発表されました。本市の場合はどのような対応になるのかお聞きしま

す。 

議  長（久野 茂君） 
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 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 現在、給食センターのほうで詳細は把握しておりませんが、一旦、３月分の給食費につきまし

てはとらないという判断をさせていただいておりますので、その旨、学校のほうの就学援助の担

当、生活保護のほうの担当のほうにはお伝えしてあります。そこで対応のほうがどういう形にな

るのかということは、今のところは把握をしておりません。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 冒頭聞きましたけれども、影響ということに対しては、今、１つの例を挙げたわけですけれど

も、いろんな影響が出てくるわけです。生活保護とか就学援助の準要保護の問題というのは、と

らないかだけじゃなくて、その人にどう対応していくかということで、愛媛県はいち早く給食代

相当額を補助させていただくということで記者発表されていますが、こういったいろんな影響が

あるということについても調査されて、我が市はどうしていくんかという対応が必要だと思うわ

けであります。その意味において、生活保護法や準要保護法の児童生徒は生活保護法や学校給食

法で扶助されているという法的な根拠もありますので、そういった問題に対してもどういう課題

があるのかというのは調査していただきたいということをお願いしておきます。 

 それから、３月の給食費ですね、全額返還ということでありますけれども、引き落しだから

１回受け取ったものをお返しすると、その作業も業者さんが今やってみえるので、どういうふう

になるかということがあるわけですけれども、年間約２億８千万円ぐらい、冒頭言われたような

額が給食費として集まるわけですが、これは１１か月分で、割る１１で、その額についての返還

になると思います。これについては、返還に対して業者さんに払う、集めた金まで二度手間にな

りますから、こういった運営なり何なり委託料なり出てこないんですか。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 冒頭に申し上げましたとおり、システム上は引き落とされてしまいます。引き落とされたお金

を児童生徒の保護者に返還する作業につきましては、市の担当のほうで学校の事務、私たち給食
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センターの職員で行いますので、そちらのほうで負担が生じることはございません。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 そういうことでお聞きしておきます。 

 それから、先ほど冒頭ご答弁があった課題についてお聞きします。 

 学校給食材の供給などを行う全国学校給食連合会は、給食メニューや食材調達は約１か月前に

決めることが多いと聞くけど、本市の場合というのは、先ほどいろいろ問題になったというよう

な答弁だったと思いますが、本市の場合はどれぐらい前に決めておるんですか。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 業者への発注は前月の概ね２０日に発注書を業者に渡しております。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 今、聞いたら、９千食あるわけですけれども、対応が前月の２０日過ぎということで、ギリギ

リの発注だということをお聞きしたわけですが、食材納入業者が給食中止に破棄せざるを得なか

った給食用食材の損失については、冒頭そういう答弁をいただいたということは、調査はされた

わけですね。破棄するようなものはなかったと。損失もなかったという理解でいいのか質問しま

す。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 給食センターとしてということでよろしいでしょうか。 

 給食センターといたしましては、幸いですね、野菜類につきましては、受注業者の協力もござ

いまして、全て無償でキャンセルすることができました。ただし、既に納品済みの調味料関係、

缶詰類、冷凍食品系で一部キャンセルができなかったものが１５品ほどございます。 
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 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 一部キャンセルできなかったのが１５品あると。協力や何かでキャンセルできたとものがある

と、そういう実態はつかんでおられるということですね。報道等を見ると、一宮市のように既に

仕入れてキャンセルできない野菜や果物を住民に販売したところもあったというような報道がさ

れていたわけですが、本市でも一定のストックはあるということであります。 

 文科省はこの補填について、「現時点では想定していない」、こう言っているわけですけれど

も、「影響を踏まえて、各省と連携して検討する」、こういうことも言っているわけです。とい

うことは、影響を調べろというような指示も来ているんだろうと思いますが、その辺はどうなん

ですか。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 現在、国・県のほうからそういった調査的なものは手元には届いてございません。先ほど申し

上げました冷凍食品等でございますけども、今現在の考えといたしましてはまだ賞味期限も長く

ございますので、今後、食品ロスの解消という観点からも、給食の献立等を変更して使用してい

きたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 今後考えていきたいということであります。 

 先ほど業者さんに対しては中身について聞きましたけれども、清須市の納入業者の指定を受け

る上には宣誓書の提出が必要であります。宣誓書の最後のところに、「給食センター所長の指示

に従う」という、この一言が入っているわけでありますよね。それで、今回の学校給食における

感染者対応については非常に私も不安になるわけですが、本当に納入業者さん、今こういったい

ろんな問題で、弱いとこ弱いとこに被害が集中して何ともならんような状況になりつつあるんで
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すけれども、こういう指示に従うという宣誓書の一言が入っておりますので、どういう指示をさ

れたのかというのが非常に心配になるわけで、業者さんも大変な中でやっとるわけですので、そ

ういう業者さんとの話というのはきちっとされたんですか。困ってみえないんですか。 

議  長（久野 茂君） 

 吉田所長。 

学校給食センター管理事務所長（吉田 剛君） 

 今回、物資のほうの納入中止をさせていただいた件に関しましては、今のところ、受けていた

だいた業者さんについて、お困りの相談だとか、そういったものは栄養士等も聞いてないという

ことで私のほうにも入っております。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 国のほうもきちっと対応していくんだということを言っていますし、文科省も検討中と言って

いますので、検討するなら材料がないといけないわけでありますので、声を上げていくというこ

とは私は大事だと思います。 

 その上で市長にお聞きしたいわけですけれども、コロナウイルスの感染症対策で、議会の最初

の所信の中で、今後の被害は未知数だと。それで、当面、予備費で対応していきたいということ

をご答弁いただいたわけですけれども、刻々と毎日まさに未知数になってきておるわけですけれ

ども、今の時点で、今日は給食の部分でお聞きしましたけれども、市長としてこの対応について

は、特に新年度予算と違って３月というのは大事な期間になってきています。業者さんなんかも

大変なところがいろいろ出てきておるわけですけれども、その辺については、市長はどういうふ

うに今、考えられておりますでしょうか。 

議  長（久野 茂君） 

 永田市長、答弁。 

市  長（永田 純夫君） 

 休館にしたりですね、給食センターの件でもそうでございますけれども、それぞれ個別に今、

少しずつ状況はわかっている部分と、それからまだわからない部分があります。そして、年度が

またがっちゃうもんですから、年度内でまずは収めないかん部分がありまして、それが予備費で

賄えるものであれば予備費を使わさせていただきますけど、それを超えるようなものがあれば、
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また議会にご相談をさせていただかなければならないと思っておりますので、その節にはよろし

くお願い申し上げたいと思います。 

 以上でございます。 

議  長（久野 茂君） 

 加藤議員。 

１３番議員（加藤 光則君） 

 最後ですけれども、弱いところへ被害がどんどん集中していくことがないようにしていかなけ

ればならないと思います。学校給食への食材を供給する業者、こういった皆さんの実情も調査し

ていただいて踏まえてですね、必要な支援を行っていただきたいし、また発生している損失につ

いては、国の責任で補償がとられるように、声なり要望なりを上げていただくということをお願

いして、私の質問を終わりたいと思います。 

 以上です。 

議  長（久野 茂君） 

 以上で、加藤議員の質疑を終わります。 

 以上で、施政方針に対する質疑及び議案質疑を終了いたします。 

 ここで、１１時まで休憩といたします。 

（ 時に午前１０時４５分 休憩 ） 

（ 時に午前１１時００分 再開 ） 

議  長（久野 茂君） 

 休憩前に引き続き、会議を始めます。 

 日程第１、議案第１号については、各所管の常任委員会に審査を付託いたします。 

 日程第２、議案第２号、日程第３、議案第３号及び日程第４、議案第４号は、福祉委員会に審

査を付託いたします。 

 日程第５、議案第５号及び日程第６、議案第６号は、建設文教委員会に審査を付託いたします。 

 日程第７、議案第７号及び日程第８、議案第８号は、総務委員会に審査を付託いたします。 

 日程第９、議案第９号、日程第１０、議案第１０号、日程第１１、議案第１１号、日程第１２、

議案第１２号、日程第１３、議案第１３号、日程第１４、議案第１４号及び日程第１５、議案第

１５号は、福祉委員会に審査を付託いたします。 

 日程第１６、議案第１６号及び日程第１７、議案第１７号は、建設文教委員会に審査を付託い
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たします。 

 日程第１８、議案第１８号は、総務委員会に審査を付託いたします。 

 日程第１９、議案第１９号は、福祉委員会に審査を付託いたします。 

 日程第２０、議案第２０号は、建設文教委員会に審査を付託いたします。 

 日程第２１、議案第２１号は、各委員会に審査を付託いたします。 

 日程第２２、議案第２２号及び日程第２３、議案第２３号は、福祉委員会に審査を付託いたし

ます。 

 次に、追加日程第１、議案第２４号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１号）案及び追

加日程第２、議案第２５号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第８号）案の２案件を一括議

題といたします。 

 市長より一括して提案理由の説明を求めます。 

 永田市長。 

＜ 市長（永田 純夫君）登壇 ＞ 

市  長（永田 純夫君） 

 それでは、本日追加提案いたします案件につきまして提案理由を申し上げます。 

 議案第２４号 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１号）案につきましては、令和２年度

当初予算案に計上しております新川中学校の下水道接続工事において、国交付金の追加内定を受

け、令和元年度分として交付されることが国から示されました。つきましては、国交付金の有効

活用を図るべく本工事を令和元年度に前倒すこととし、令和２年度当初予算案に計上しておりま

す工事費３千３５１万７千円を減額する補正を行うものでございます。 

 議案第２５号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第８号）案につきましては、令和２年度

当初予算案から前倒しする下水道接続工事に係る経費として議案第２４号で減額した額と同額を

増額する補正を行い、繰り越しの上、実施するものでございます。 

 詳細につきましては担当から説明させますので、十分ご審議の上、ご賛同賜りますようによろ

しくお願いを申し上げます。 

議  長（久野 茂君） 

 次に、追加日程第１、議案第２４号及び追加日程第２、議案第２５号の２案件について、一括

して総務部長より内容の説明を求めます。 

 平子総務部長。 
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＜ 総務部長（平子 幸夫君）登壇 ＞ 

総務部長（平子 幸夫君） 

 総務部長、平子でございます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、令和２年度一般会計補正予算書及び説明書の１ページをお願いいたします。 

 議案第２４号 

 令和２年度清須市一般会計補正予算（第１号） 

 令和２年度清須市の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３千３５１万７千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ２８２億６４８万３千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和２年３月６日提出 

 清須市長 永田純夫 

 それでは、２ページをお願いいたします。 

 今回の補正は、令和２年度で計上した新川中学校の下水道接続工事に対し、学校施設環境改善

交付金が令和元年度分として１千１０５万１千円交付されることとなりました。つきましては、

国交付金の有効活用を図るべく令和元年度に前倒しすることとし、令和２年度に計上している工

事費３千３５１万７千円を減額するものです。 

 歳入歳出の主な内容をご説明いたします。 

 まず、歳入です。 

 第１５款国庫支出金で学校施設環境改善交付金１千１０５万１千円を第１９款繰入金で財政調

整基金、義務教育施設整備基金の繰入金を合わせて２千２４６万６千円を減額するものです。 

 次に右のページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 第１０款教育費で、新川中学校整備費３千３５１万７千円減額するものです。 

 それでは、続きまして、令和元年度一般会計補正予算書及び説明書の１ページをお願いいたし

ます。 

 議案第２５号 
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 令和元年度清須市一般会計補正予算（第８号） 

 令和元年度清須市の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３千３５１万７千円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２７８億８千７９８万４千円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 繰越明許費の補正 

 第２条 繰越明許費の変更は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 令和２年３月６日提出 

 清須市長 永田純夫 

 それでは、２ページをお願いいたします。 

 この補正は、新川中学校の下水道接続工事に対して国の交付金を有効活用し、事業を令和元年

度に前倒しすることとし、補正するものです。 

 歳入歳出の主な内容をご説明いたします。 

 歳入です。 

 第１４款国庫支出金では、学校施設環境改善交付金１千１０５万１千円を増額し、第１８款繰

入金では、財政調整基金、義務教育施設整備基金の繰入金を合わせて２千２４６万６千円増額す

るものです。 

 右のページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 第１０款教育費で新川中学校整備費３千３５１万７千円を増額するものです。 

 先ほどご説明いたしました令和２年度の事業がそのままこちらに移行するものです。 

 ページをはねていただきまして、４ページをお願いいたします。 

 第２表 繰越明許費補正は、第１０款教育費、第３項中学校費の新川中学校整備事業に下水道

接続工事の事業を増額するもので、変更後の金額が新川中学校整備事業４億９千９６５万２千円

とするものです。 

 説明は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 
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議  長（久野 茂君） 

 これより質疑を受けますが、議員の質疑及び当局の答弁は挙手をし、議長の許可を得てから、

自席で議席番号と名前、役職名を述べてからそれぞれ行ってください。 

 それでは、追加日程第１、議案第２４号について質疑を受けます。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（久野 茂君） 

 これで質疑を終了いたします。 

 次に、追加日程第２、議案第２５号について質疑を受けます。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

（ 「なし」の声あり ） 

議  長（久野 茂君） 

 これで質疑を終了いたします。 

 追加日程第１、議案第２４号及び追加日程第２、議案第２５号は、建設文教委員会に審査を付

託いたします。 

 以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。 

 なお、次回の本会議は、３月２４日火曜日午前９時３０分から再開いたします。 

 これをもちまして、本日は散会といたします。 

 早朝よりご苦労さまでございました。 

（ 時に午前１１時０８分 散会 ） 

 


